
船舶事故調査報告書 

令和５年８月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和４年７月３日 ０８時２６分ごろ 

発生場所 北海道余市
よ い ち

町余市港北北西方沖 

 余市港北防波堤灯台から真方位３３５°３.０海里付近 

 （概位 北緯４３°１５.５′ 東経１４０°４５.２′） 

事故の概要  プレジャーボートMichael
マ イ ケ ル

は、南東進中、定置網に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和４年７月５日、主管調査官（函館事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート  Michael、５トン未満（長さ７.３２ｍ） 

 ２５０－２１５４７北海道、株式会社ハザマ陶業 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 左舷推進器翼に欠損 

定置網 網に破損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南西、風力 ４、視界 良好 

海象：波高 約１ｍ、潮汐 高潮時 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、ＧＰＳプロッターを作動させ、帰

港する目的で、余市港北北西方沖を約１５ノットの対地速力で手動操

舵により南東進していたところ、余市町ワッカケ岬沖に設置された定

置網に乗り揚げた。 

 船長は、自分の携帯電話が繋がらなかったので、近くで釣りをして

いた友人に無線で本事故の発生を連絡して所属する余市港のマリーナ

への通報を依頼し、友人から連絡を受けた同マリーナの担当者が１１

８番通報した。 

 本船は、来援した海上保安庁の巡視艇により定置網から引き出さ

れ、余市港のマリーナにえい
．．

航された。 

 船長は、本船のＧＰＳプロッターに乗り揚げた定置網の位置が表示

されていることを知っており、ふだん、本事故発生場所付近を航行す

る際には同プロッターで定置網の位置を確認しながら航行していたも

のの、本事故当時は、約１年ぶりの出航であり、操船に集中するあま

り定置網の存在を失念し、ＧＰＳプロッターをよく見ないまま航行し

てしまったと本事故後に思った。 

分析  本船は、南東進中、船長が、前路に設置された定置網の存在を失念

し、操船のみに集中して航行を続けたことから、定置網の存在に気付

かず、定置網に乗り揚げたものと考えられる。 

 船長は、約１年ぶりの出航であったことから、前路に設置された定



 

置網の存在を失念し、操船のみに集中したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、南東進中、船長が、前路に設置された定置網の

存在を失念し、操船のみに集中して航行を続けたため、定置網の存在

に気付かず、定置網に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、操船しない期間がしばらく続いた後に出航する場合、Ｇ

ＰＳプロッター等を活用して事前の水路調査を行い、航行予定海

域の水路状況を把握すること。 


